
第77回一般社団法人日本循環器学会社員総会のご案内

第77回一般社団法人日本循環器学会社員総会を下記のとおり開催いたしますので，ご案内申し上げます．

記

日時：2013年 4 月26日(金) 15時〜16時

会場：東京国際フォーラム 5階 ホールB5

議長：永井 良三 (一般社団法人日本循環器学会代表理事)

(注)

社員(代議員)には， 4月初め頃に社員総会開催のご案内(メール・希望者は郵送)を別途お送りします．

以上
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プレナリーセッション・シンポジウム・一般演題・特別企画要項

プレナリーセッション，シンポジウム，一般演題，特別企画の開催要領は原則として下記の通りです(ただし

一部の日本語発表セッションを除く)．

1 ) プレナリーセッション：

�招請外国人による講演(state-of-the-art)を行う．その後，招請外国人及び指定または公募通過者の計 5 名

程度による発表．ただし一部の日本語発表セッションを除く．

�発表者は各専門領域における各自のデータに加え，現況と将来の方向について講演(オーバービュー)する．

�発表は一部日本語発表セッションを除き英語とする(同時通訳をつけます)．

�総合討論は行わない．

2 ) シンポジウム：

�招請外国人による講演(keynote lecture)を行う．その後，招請外国人及び指定または公募通過者の計 5名

程度による発表．ただし一部の日本語発表セッションを除く．

�各自の最先端の研究について発表し，自由な討論を行う．

�発表は一部日本語発表セッションを除き英語とする(同時通訳はつけません)．

3 ) 一般演題：

�発表者は原則として，応募時に選択した日本語または英語で行う(同時通訳なし)．

�一般演題の発表形式は，以下のように分けられます．

① Featured Research Sessions in English(英語発表希望者抄録のうち比較的高得点の演題から構成)

② 一般演題口述発表(発表希望言語により日本語または英語セッションに分けられる)

③ ポスター発表(発表希望言語により日本語または英語セッションに分けられる)

4 ) 特別企画：

�真下記念講演，トピックス(茜)，コントロバーシー，ミートザエキスパート(茜)，ラウンドテーブルディ

スカッション，モーニングレクチャー，教育セッションは日本語で行われます．

茜一部セッションは英語で行われます.

�美甘レクチャー，特別講演は英語で行われ，同時通訳付きとなります．
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22．日本心臓財団佐藤賞記念講演

(学会 2日目 3 月16日(土)17：10〜18：00 第 3 会場 パシフィコ横浜 会議センター 3F 301)

座長：水野 杏一 (日本医科大学医学部長)

心血管ホルモンの発現調節及び作用機構の解明に基づく心血管病新規治療標的の探索

演者：桑原宏一郎 (京都大学内分泌代謝内科)

23．審査講演会

( 1 ) Young Investigatorʼs Award審査講演

(学会 1日目 3 月15日(金) 8 ：30〜10：30 第11会場 パシフィコ横浜 会議センター 4F 413)

座長：永井 良三 (自治医科大学)

演者：

1．G0/G1 Switch Gene 2 Promotes Mitochondrial ATP Production and Protects

Cardiomyocytes from the Energy Crisis under Hypoxia

木岡 秀隆 (大阪大学循環器内科学)

2 ．Neural Crest-Derived Resident Cardiac Cells Contribute to the Restoration of

Adrenergic Function of Transplanted Heart in Rodent

田村 雄一 (慶應義塾大学循環器内科)

3 ．Preotic Neural Crest Cells Contribute to Coronary Artery Smooth Muscle Involving

Endothelin Signaling

有馬勇一郎 (東京大学代謝生理化学)

4 ．Oct4 Redirection by Wnt Signaling Regulates Cardiac Mesoderm Specification

野村征太郎 (千葉大学循環器内科学)

5 ．A Critical Role for the Vascular Endothelial Cell-Derived Angiopoietin-Like Protein

ANGPTL2 in Endothelial Dysfunction and Atherosclerosis

堀尾 英治 (熊本大学循環器内科学)

( 2 ) 国際留学生Young Investigatorʼs Awards審査講演

(学会 1日目 3 月15日(金)10：40〜12：40 第11会場 パシフィコ横浜 会議センター 4F 413)

座長：室原 豊明 (名古屋大学循環器内科学)

演者：

1．Spontaneous Development of Arrhythmogenic Right Ventricular Cardiomyopathy in

Mice Overexpressing Dominant-Negative Rho-Kinase in Cardiovascular System

Alia Ellawindy (東北大学循環器内科学)

2 ．The Omega-3 Fatty Acid, Eicosapentaenoic Acid, Attenuates Abdominal Aortic

Aneurysm Formation via Suppression of Matrix Destruction

Jack H Wang (東京大学循環器内科)

3 ．Therapeutic Angiogenesis by Cell Transplantation: A Comparative Study of Adipose

Derived Regenerative Cells versus Bone Marrow Mononuclear Cells

Chang-ning Hao (名古屋大学循環器内科)

4 ．Mechanisms Underlying the Impairment of Ischemia-Induced Nevascularization in

Cathepsin K-Deficient Mice: Impact on Noich1 Activation

Haiying Jiang (名古屋大学老年科)

( 3 ) 第 3 回コメディカル賞審査講演会

(学会 1日目 3 月15日(金)13：50〜15：20 第20会場 パシフィコ横浜 アネックスホール 2F F201+F202)

座長：伊藤 浩 (岡山大学大学院循環器内科学)

荒井 秀典 (京都大学人間健康科学系専攻)

演者：

1．ICD患者の QOLと患者属性との関係性

宮園 真美 (九州大学保健学部門)

2 ．心不全患者の生命予後と栄養関連指標(GNRI)の関係について

櫻田 弘治 (心臓血管研究所リハビリテーション室)

3 ．心不全入院患者の再入院を予測する因子の検討〜CONUTを用いた栄養評価の重要性〜

田中 佑樹 (徳島県立中央病院医療技術局検査技術科)
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4 ．流体解析ソフトを用いたFFR CTおよび血流解析の基礎検討

高橋 正司 (県立広島病院放射線診断科)

5 ．心室期外収縮(VPC)の 3 方向心磁図パターンの検討

稲葉 武 (筑波大学検査部)

6 ．肺動脈性肺高血圧症患者のボセンタン治療評価に対する心肺運動負荷試験の有用性

〜投与開始 1週間後の運動耐容能評価の検討〜

坪井 康典 (神戸大学リハビリテーション部)

24．委員会セッション

( 1 ) 国際交流委員会

第 3回海外留学生セミナー

(学会 2日目 3 月16日(土) 8 ：30〜10：00 第22会場 パシフィコ横浜 アネックスホール 2F F205)

座長：室原 豊明 (名古屋大学循環器内科学)

演者：

1．不全心心筋リモデリング発症を規定する炎症反応・線維化反応前段階の解明・制御

田中 孔明 (新潟大学医学部第一内科)

2 ．アメリカ研究留学で学んだこと

松島 将士 (University of Medicine and Dentistry of New Jersey, Department of

Cell Biology and Molecular Medicine)

3 ．ロンドン留学のすゝめ

高岡 稔 (Kingʼs College London Cardiovascular Division)

( 2 ) 学術委員会

ガイドラインに学ぶ 1

2011-2012年度活動ガイドライン作成班報告

(学会 1日目 3 月15日(金)11：10〜12：40 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

座長：宮崎 俊一 (近畿大学循環器内科)

演者：

1．血管機能の非侵襲的評価法に関するガイドライン

山科 章 (東京医科大学循環器内科)

2 ．重症心不全に対する植込み型補助人工心臓治療ガイドライン

許 俊鋭 (東京都健康長寿医療センター心臓外科)

ガイドラインに学ぶ 2

2011年度活動ガイドライン改訂版作成班報告

(学会 1日目 3 月15日(金)13：50〜15：20 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

座長：筒井 裕之 (北海道大学循環病態内科学)

演者：

1．QT延長症候群(先天性・二次性)と Brugada症候群の診療に関するガイドライン

(2012年改訂版)

青沼 和隆 (筑波大学循環器内科)

2 ．失神の診断・治療ガイドライン(2012年改訂版)

井上 博 (富山大学第二内科)

3 ．心血管疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン(2012年改訂版)

野原 隆司 ((公財)田附興風会医学研究所北野病院心臓センター)

ガイドラインに学ぶ 3

2011年度活動ガイドライン改訂版作成班報告

(学会 2日目 3 月16日(土) 8 ：30〜10：00 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

座長：小川 久雄 (熊本大学循環器内科学)

演者：

1．先天性心疾患術後遠隔期の管理・侵襲的治療に関するガイドライン(2012年改訂版)

越後 茂之 (えちごクリニック)

2 ．肥大型心筋症の診療に関するガイドライン(2012年改訂版)

土居 義典 (高知大学老年病科循環器科)
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3 ．非 ST上昇型急性冠症候群の診療に関するガイドライン(2012年改訂版)

木村 剛 (京都大学医学部附属病院循環器内科)

ガイドラインに学ぶ 4

2011年度活動ガイドライン改訂版作成班報告

(学会 2日目 3 月16日(土)11：10〜12：40 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

座長：平山 篤志 (日本大学循環器内科)

演者：

1．弁膜疾患の非薬物治療に関するガイドライン(2012年改訂版)

大北 裕 (神戸大学心臓血管外科)

2 ．虚血性心疾患の一次予防ガイドライン(2012年改訂版)

島本 和明 (札幌医科大学)

3 ．肺高血圧症治療ガイドライン(2012年改訂版)

中西 宣文 (国立循環器病研究センター心臓内科)

ガイドライン解説 1

2010-2011年度活動ガイドライン作成班報告

(学会 3日目 3 月17日(日) 8 ：30〜10：00 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

カテーテルアブレーションの適応と手技に関するガイドライン

座長：奥村 謙 (弘前大学循環呼吸腎臓内科学)

演者：

1．総 論

相原 直彦 (千里中央病院内科)

2 ．上室頻拍

平尾 見三 (東京医科歯科大学医学部附属病院不整脈センター)

3 ．心房細動(病態生理とアブレーション法)

山根 禎一 (東京慈恵会医科大学循環器内科)

4 ．心房細動(周術期管理と合併症)

高橋 淳 (横須賀共済病院循環器内科)

5 ．心室頻拍

野上 昭彦 (横浜労災病院不整脈科)

6 ．小 児

住友 直方 (日本大学小児科学)

ガイドライン解説 2

2010-2011年度活動ガイドライン作成班報告

(学会 3日目 3 月17日(日)11：10〜12：40 第17会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 502)

小児期心疾患における薬物療法ガイドライン

座長：佐地 勉 (東邦大学医療センター大森病院小児科)

演者：

1．はじめに─子ども達に使える薬を安全に使うために─

Right drug for right patients at right time

佐地 勉 (東邦大学医療センター大森病院小児科)

2 ．Overview，降圧薬，心筋症・心筋炎治療薬

中川 雅生 (滋賀医科大学小児科)

3 ．抗不整脈薬，高脂血症治療薬

住友 直方 (日本大学小児科学)

4 ．抗心不全薬，末梢血管拡張薬，利尿薬

村上 智明 (千葉県こども病院 循環器科)

5 ．川崎病後遺症治療薬，抗血小板薬・抗凝固薬

深澤 隆治 (日本医科大学付属病院 小児科)
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( 3 ) 2010年度採択 Translational Research振興事業最終報告会

(学会 2日目 3 月16日(土)14：40〜16：10 第23会場 パシフィコ横浜 アネックスホール 2F F206)

座長：小室 一成 (大阪大学／東京大学循環器内科学)

演者：

1．急性心筋梗塞に対するエリスロポエチンによる慢性期心機能改善効果に関する研究─Ⅱ

小室 一成 (大阪大学／東京大学循環器内科学)

相澤 義房 (新潟大学器官制御医学)

2 ．ヒト皮下脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた重症虚血肢に対する血管新生療法

室原 豊明 (名古屋大学循環器内科学)

( 4 ) 健保対策委員会

保険医療セミナー

(学会 1日目 3 月15日(金)16：30〜18：00 第 5 会場 パシフィコ横浜 会議センター 3F 303)

座長：川名 正敏 (東京女子医科大学附属青山病院循環器内科)

小川 久雄 (熊本大学生命科学研究部)

演者：

1．循環器検査コスト調査の結果

及川 惠子 (東海大学八王子病院循環器内科)

2 ．医療技術の費用対効果評価の活用

田倉 智之 (大阪大学大学院医療経済産業政策学)

3 ．外保連の技術評価に関する活動

西田 博 (東京女子医科大学心臓病センター心臓血管外科)

4 ．循環器領域における DPCについて

松木 高雪 (社会医療法人製鉄記念室蘭病院病院長)

( 5 ) 心臓移植委員会

第 9回心臓移植セミナー

(学会 1日目 3 月15日(金)13：50〜15：20 第 5 会場 パシフィコ横浜 会議センター 3F 303)

テーマ：我が国の小児心臓移植の発展に向けて

座長：磯部 光章 (東京医科歯科大学循環制御内科学)

佐野 俊二 (岡山大学心臓血管外科)

演者：

1．心臓移植の現況：

西垣 和彦 (岐阜大学医学部附属病院第二内科)

2 ．世界から見た日本の小児心臓移植の現状

布田 伸一 (東京女子医科大学東医療センター心臓血管診療部)

3 ．小児における機械的循環補助

小野 稔 (東京大学心臓外科)

4 ．小児臓器提供の経験

�刈淳太郎 (社団法人日本臓器移植ネットワーク医療本部)

5 ．日本小児科学会の立場から

細谷 亮太 (聖路加国際病院小児科)

6 ．我々ができること

中西 敏雄 (東京女子医科大学循環器小児科)

( 6 ) 医療倫理委員会

第12回医療安全・医療倫理に関する講演会

(学会 3日目 3 月17日(日)11：10〜12：40 第 2 会場 パシフィコ横浜 会議センター 1F メインホール)

テーマ：�医療安全へのアプローチ�

座長：奥村 謙 (弘前大学循環呼吸腎臓内科学)

近森大志郎 (東京医科大学第二内科)

演者：

�医療チームの安全を支えるノンテクニカルスキル�

中島 和江 (大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント部)
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�実効ある医療安全活動に向けて：ヒューマンエラー防止の基礎知識

〜人間生活工学の立場から〜�

小松原明哲 (早稲田大学理工学術院)

( 7 ) 禁煙推進委員会

第12回禁煙推進セミナー

(学会 2日目 3 月16日(土)19：00〜20：30 第19会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 511＋512)

座長：飯田 真美 (岐阜県総合医療センター)

瀧原 圭子 (大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学)

演者：

1．�日本のタバコ消費の経時変化と心疾患死亡率の関係�

張 波 (福岡大学医学部生化学)

2 ．�健康日本21におけるたばこ対策�

野田 博之 (厚生労働省健康局がん対策・健康増進課たばこ対策専門官)

3 ．�わが国の受動喫煙対策に関わる法改正の動きとその課題�

大和 浩 (産業医科大学産業生態科学研究所健康開発科学研究室)

4 ．�行政としての禁煙推進(毎月22日を名古屋市の禁煙の日とし，禁煙推進)�

山田 育弘 (名古屋市健康福祉局健康部健康増進課長)

( 8 ) 循環器救急医療委員会

日本循環器学会蘇生科学シンポジウム

(学会 3日目 3 月17日(日)11：10〜12：40 第 5 会場 パシフィコ横浜 会議センター 3F 303)

座長：朔 啓二郎 (福岡大学医学部心臓・血管内科学講座)

長尾 建 (駿河台日本大学病院循環器科，心肺蘇生・救急心血管治療)

演者：

1．Key note：�EMS responder CPR�

Ben Bobrow (Arizona Department of Health Service, USA)

2 ．�世界に類を見ない All-Japan Ustein Registry�

⑴ Bystander Chest compression only CPR &PAD

石見 拓 (京都大学健康科学センター)

⑵ コメンテーター：統計解析の重要性

米本 直裕 (国立精神・神経医療研究センター生物統計解析室)

3 ．�多施設共同試験(科学研究班)�

⑴ J-PULSE Hypothermia Non-VF

蘇我 孟群 (駿河台日本大学病院救命救急センター)

⑵ SAVE- J (ECPR)

長谷 守 (札幌医科大学救急医学講座)

⑶ コメンテーター：厚生労働省

梶野健太郎 (厚生労働省医政局指導課)

( 9 ) 第11回禁煙推進・心肺蘇生法合同市民公開講座

(学会 2日目 3 月16日(土)14：00〜17：30 ランドマークホール(ランドマークプラザ 5階))

主 催：禁煙推進委員会／循環器救急医療委員会

総合司会：野々木 宏 (静岡県立総合病院循環器内科)

構 成：木村 一雄 (横浜市立大学附属市民総合医療センター心臓血管センター)

心肺蘇生法公開講座

司会：長尾 建 (駿河台日本大学病院循環器科)

田原 良雄 (横浜市立大学附属市民総合医療センター心臓血管センター)

1 ．�心肺蘇生法公開講座開会の辞�

森村 尚登 (横浜市立大学大学院医学研究科)

2 ．�心肺蘇生法；あなたの手で救える命�

横山 広行 (国立循環器病研究センター医療安全管理部・心臓血管内科)

3 ．�コールアンドプッシュ体操�

森山 暎子／すわん君 (スタディオ PARADISO)

4 ．�簡易心肺蘇生法講習�
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禁煙推進公開講座

司会：朔 啓二郎 (福岡大学心臓・血管内科学)

海老名俊明 (横浜市立大学附属市民総合医療センター心臓血管センター)

1 ．�喫煙と健康被害─愛する人を守りたい─�

瀧原 圭子 (大阪大学保健センター)

2 ．�禁煙による社会的利益と私達の取り組み�

藤原 久義 (兵庫県立尼崎病院・塚口病院)

3 ．禁煙体操

森山 暎子／すわん君 (スタディオ PARADISO)

特別講演

松沢 成文 (前神奈川県知事)・唐橋 ユミ (フリーキャスター)

(10) 男女共同参画委員会

第 3回男女共同参画委員会セッション

(学会 2日目 3 月16日(土)11：10〜12：40 第19会場 パシフィコ横浜 会議センター 5F 511＋512)

座長：上田真喜子 (大阪市立大学病理病態学)

平田 恭信 (東京大学循環器内科)

演者：

1．循環器学分野における Gender Equality の推進：委員会のアクションプラン

上田真喜子 (大阪市立大学病理病態学)

2 ．地区アンケートからみた女性循環器医師キャリアアップの現状と問題点

土橋 和文 (札幌医科大学附属病院経営・管理学)

3 ．東海地区における循環器医男女共同参画支援の取り組み─Preliminary Survey─

平井 真理 (名古屋大学保健学科)

曾根 孝仁 (大垣市民病院)

4 ．循環器医療における四国地方の女性医師の現状と問題点

日浅 芳一 (徳島赤十字病院)

5 ．男女共同参画─国立病院機構と福岡県医師会の取り組み─

冷牟田浩司 (九州医療センター)

(11) Circulation Journal Award Session

(学会 2日目 3 月16日(土)11：10〜12：40 第22会場 パシフィコ横浜 アネックスホール 2F F205)

座長：下川 宏明 (東北大学循環器内科学)

25．市民公開講座

(学会 3日目 3 月17日(日)15：00〜17：35(開場14：30予定) パシフィコ横浜 会議センター 1F メインホール)

	知って得する生活習慣病対策のコツ


主 催：第77回日本循環器学会学術集会，日本心臓財団，朝日新聞社

後 援：神奈川県，横浜市健康福祉局，日本医師会，神奈川県医師会

協 賛：第一三共株式会社

プログラム(予定)

開会挨拶：水野 杏一 (第77回日本循環器学会学術集会会長／日本医科大学医学部長)

第 1部 講演会

座長：齋藤 康 (千葉大学長)

中村 治雄 (三越厚生事業団顧問／防衛医科大学校名誉教授)

講演① 心臓を長持ちさせるための食事とは逢

講師：中村 治雄 (三越厚生事業団顧問／防衛医科大学校名誉教授)

講演② 隠れ肥満の恐怖逢

講師：下村伊一郎 (大阪大学大学院医学系研究科内分泌・代謝内科学教授)

講演③ 塩は高血圧の敵逢

講師：藤田 敏郎 (東京大学名誉教授／東京大学先端科学技術研究センター特任教授)

講演④ 甘いもの嫌いな私がなぜ糖尿病逢

講師：河盛 隆造 (順天堂大学大学院医学研究科スポートロジーセンターセンター長)
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講演⑤ 血液がどろどろってどう言う事逢

講師：寺本 民生 (帝京大学医学部長)

第 2部 パネルディスカッション

座長：齋藤 康 (千葉大学長)

水野 杏一 (第77回日本循環器学会学術集会会長／日本医科大学医学部長)

パネリスト：

中村 治雄 (三越厚生事業団 顧問／防衛医科大学校名誉教授)

下村伊一郎 (大阪大学大学院医学系研究科内分泌・代謝内科学教授)

藤田 敏郎 (東京大学名誉教授／東京大学先端科学技術研究センター特任教授)

河盛 隆造 (順天堂大学大学院医学研究科スポートロジーセンターセンター長)

寺本 民生 (帝京大学医学部長)

司会：大宮杜喜子 (日経ラジオ社アナウンサー)
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プレレジストレーションのお知らせ
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受付期間

参 加 登 録

第77回学術集会では、参加登録、教育セッション、ランチョン・ファイアサイドセミナーのプレレジスト
レーションを行います。（国内参加者のみ）
第77回学術集会ホームページ「プレレジストレーション」ページからご登録ください。
http://www2.convention.co.jp/jcs2013/japan/prereji/index.html
教育セッション、ランチョン・ファイアサイドセミナーのみのプレレジストレーションはできません。

2012年11月 1 日［木］～ 2013年 2月22

教育セッション 2012年11月
※参加登録時に合わせてお申し込みください（学術集会本体の参加登録が必須となります）。
　参加が未定の場合は、2013年2月28日（木）までに追加でお申し込みください。

1 日［木］～ 2013年 2月28日［木］17：00まで

ランチョン・
ファイアサイドセミナー

2013年 1 月
※学術集会参加登録後、上記期間内にてお申し込みいただけます。

中旬～ 2013年 2月28日［木］17：00まで

参加登録費

コメディカル、研修医（前期）、留学生の登録

参加区分 参加費（事前） 参加費（当日）

日本循環器学会会員 ※ 15,000円 20,000円

非会員医師および
医療関係者 15,000円 20,000円

円000,7ルカィデメコ

研修医（前期）

学部学生 当日登録のみ

無料

無料

海外参加者
（日本からの留学生は除く） 5,000円

円000,5生学留日在

必要な提示物 配布物 備考

―

―

所定の証明書

所定の証明書

学生証

―

所定の証明書

プログラム
抄録CD

―

プログラム
コメディカルセッション
プログラム・抄録集

プログラム

プログラム

プログラム
抄録CD

プログラム
抄録CD

プログラム、抄録CDは
本会より事前配布

―

コメディカル以外の
セッションも聴講可能

―

―

―

―

日［金］17：00まで

※参加区分「日本循環器学会会員」の参加費15,000円（当日20,000円）に消費税はかかりません。（不課税）

・プレレジストレーションは「日本循環器学会会員」、「非会員医師および医療関係者」のみを対象とさせていただきます。
　コメディカル、研修医（前期）、学部学生、海外参加者、留学生は会期当日に受付を行ってください。 
・コメディカル、研修医（前期）、留学生は所定の証明書の提示が必要です。証明書は下記ページよりダウンロードしてください。
　http://www2.convention.co.jp/jcs2013/japan/prereji/index.html
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（2月初旬）

教育セッション
・参加費は2,000円です。教育セッションは、2013年2月28日（木）17:00までお申し込みが可能です。
・お申し込み後の返金はできませんので、登録の際はご注意ください。
・教育セッションの内容については下記ページをご参照ください。
　http://www2.convention.co.jp/jcs2013/japan/kyouiku/index.html

（学術集会当日）

学術集会当日は、ご自身でダウンロード・印刷いただいた「登録確認書」をお持ちください。
自動発券機（CARM）より、ネームカード・教育セッションチケット（お申し込みの方のみ）・領収書・ランチョン・ファイア
サイドセミナーチケット（お申し込みの方のみ）が発行されます。

ランチョン・ファイアサイドセミナー
・プレレジストレーション後に届く「プレレジストレーション完了自動配信メール」に登録内容の確認画面・登録確認書ダウン
　ロード画面のログインURLが記載されております。
・ログイン後、期間内（2013年1月中旬～2013年2月28日（木）17:00まで）にお申し込みください。
・プレレジストレーションをされた方のランチョン・ファイアサイドセミナーのチケットは、ネームカードと同時に発行いた
　します。

専門医研修単位登録
・専門医研修単位登録については、学術集会の会期中に、各単位登録受付にてご登録ください。
・プレレジストレーションを行った場合でも、必ず学術集会会場内「単位登録受付」でのご登録が必要です。

プレレジストレーション登録方法と学会当日までの流れ

学術集会HP「プレレジストレーション」にアクセス
http://www2.convention.co.jp/jcs2013/japan/prereji/index.html

登録画面に必要事項を入力

登録内容を確認後、オンラインにて参加費をお支払い（クレジットカードのみ）

IDとしてご登録のE-mailアドレスに「プレレジストレーション完了メール」が到着
★ご案内の登録確認画面より「登録確認書」をダウンロード・印刷してください。

ランチョン・ファイアサイドセミナープレレジストレーション開始
★登録確認画面より、参加登録時に使用したIDとパスワードにてログインの上お申し込みください。
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プレレジストレーション時の注意点
◎　プレレジストレーション完了メールの自動配信・その他のご連絡はすべてE-mailで行います。
　　必ず連絡先として使用されるE-mailアドレスをご入力ください。

◎　E-mailアドレスがログインIDとなります。
　　個人情報登録完了メールにログインIDが記載されますので、ご自身で保管してください。

◎　参加費の払い戻しはできません。二重登録にご注意ください。

◎　登録内容に変更がある場合は、下記登録事務局までE-mailまたはFAXの書面にてご連絡ください。

◎　事前の団体登録は受付いたしません。

◎　領収書は、原則、学術集会会期中に発行いたします。

〒101-0054　東京都千代田区神田錦町2-2　興信ビル2F
TEL：03-3508-1253（受付時間：平日10時より17時半まで）
FAX：03-5283-5952
E-mail：reg-jcs2013@convention.co.jp

プレレジストレーションに関するお問い合せ先
第77回日本循環器学会学術集会参加登録事務局



コメディカルセッション開催要項

〈コメディカルセッション概要〉

第77回日本循環器学会学術集会では，コメディカルの方を対象としたセッションを会期中に 3日間行います．

コメディカルの方が中心となる一般演題(口述・ポスター)， 4 つのシンポジウム，そして専門家による 5つの教

育講演がございます．なお，一般演題(口述)において優秀演題を選定し，授賞式において賞の贈呈を行います．

多数のご参加をお待ち申し上げます．

参加資格

コメディカルスタッフ(看護師，薬剤師，臨床工学技士，臨床検査技師，栄養士，療法士，救急救命士，医療

ソーシャルワーカー，診療放射線技師，その他)

※日本循環器学会の会員でなくても参加ができます．

参 加 費

7,000円(所定の証明書の提示が必要です)

※コメディカルセッション以外の第77回日本循環器学会学術集会のセッションにもご参加いただけます．

【教育講演】

1 ．画像診断の最新テクノロジー

(学会 1日目 3 月15日(金)11：10〜12：40 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：吉岡 邦浩 (岩手医科大学循環器放射線科)

本間 博 (日本医科大学循環器内科)

( 1 ) 冠動脈 CT─低侵襲診断の現状と進歩

田中 良一 (岩手医科大学放射線医学講座)

( 2 ) 3D＆4D MRI 技術を用いた心血管病変へのアプローチ

天野 康雄 (日本医科大学放射線科)

( 3 ) 心臓核医学検査の動向

東野 博 (松山ハートセンターよつば循環器科クリニック画像診断センター)

( 4 ) 3Dエコー update，形態から機能へ

安河内 聰 (長野県立こども病院循環器小児科)

2 ．臨床試験の基礎知識

(学会 2日目 3 月16日(土) 8 ：30〜10：00 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：楠岡 英雄 (大阪医療センター循環器科)

土井 香 (国立循環器病研究センター看護部／臨床研究部)

( 1 ) 臨床試験の ABC

渡邉 裕司 (浜松医科大学臨床薬理学・臨床薬理内科)

( 2 ) 人を対象とする研究における倫理

松井 健志 (国立循環器病研究センター／研究倫理研究室)

( 3 ) 看護師による臨床試験の課題と展望

〜高齢心不全患者を対象とした多職種による包括的ケアに関する介入研究からみえたこと〜

荻田美穂子 (京都光華女子大学健康科学部看護学科)

3 ．震災慢性期─復興期の心不全予防介入の緊急性・重要性

(学会 2日目 3 月16日(土)17：20〜18：50 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：福本 義弘 (東北大学循環器内科学)

吉田 俊子 (宮城大学看護学部)

( 1 ) 心不全の増加の現状と今後の課題について

福本 義弘 (東北大学循環器内科学)

( 2 ) 大震災が心血管に与える影響とリスク管理〜阪神淡路の教訓から〜

石田 岳史 (さいたま市民医療センター内科)

( 3 ) 被災地の仮設入居者の健康課題

佐々木久美子(宮城大学看護学部地域看護学)
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( 4 ) 災害急性期から在宅へつなぐ看護支援〜東日本大震災を経験して〜

瀬戸 初江 (東北厚生年金病院看護局)

( 5 ) 災害復興期に向けての健康課題

酒井 明子 (福井大学看護学科)

4 ．遠隔モニタリングの可能性・自己管理への支援

(学会 3日目 3 月17日(日)8：30〜10：00 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：西井 伸洋 (岡山大学循環器内科)

三浦稚郁子 (�原記念病院)

( 1 ) 遠隔医療の現状と展望

酒巻 哲夫 (群馬大学医療情報部)

( 2 ) 遠隔モニタリングによる植込み型ペーシングデバイス患者管理

真中 哲之 (東京女子医科大学循環器内科)

( 3 ) 遠隔モニタリングをいかにチーム医療で運用するか逢〜自己管理支援に向けた課題〜

前田 明子 (杏林大学不整脈センター)

5 ．血管疾患診療に活かす超音波検査

(学会 3日目 3 月17日(日)11：10〜12：40 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：松尾 汎 (松尾クリニック・松尾血管超音波研究室)

山本 哲也 (埼玉医科大学国際医療センター)

( 1 ) 腎動脈エコー

三木 俊 (東北大学病院生理検査センター)

( 2 ) 腹部・下肢動脈エコー

八鍬 恒芳 (東邦大学医療センター大森病院臨床生理機能検査部)

( 3 ) 下肢静脈エコー

山本 哲也 (埼玉医科大学国際医療センター)

【シンポジウム】

1 ．循環器疾患患者への服薬指導・服薬管理

(学会 2日目 3 月16日(土)11：10〜12：40 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：長谷川純一 (鳥取大学臨床薬理学)

谷川原祐介 (慶應義塾大学臨床薬剤学教室)

( 1 ) 薬物の特徴に応じた有害事象回避のための服薬指導

�川 直也 (岐阜ハートセンター薬局)

( 2 ) 高血圧患者の服薬アドヒアランス尺度とアドヒアランスを規定する因子

嶌田 理佳 (名古屋市立大学クリティカルケア看護学)

( 3 ) ヘルスリテラシーに着目した新たな服薬行動支援プログラムの開発

松岡 志帆 (東京女子医科大学看護学部)

( 4 ) 災害時医療における服薬指導・服薬管理について〜被災地石巻からの報告〜

丹野 佳郎 (石巻薬剤師会)

2 ．心臓リハビリテーションにおける運動療法の効果判定

(学会 2日目 3 月16日(土)14：40〜16：10 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：大宮 一人 (聖マリアンナ医科大学循環器内科)

田嶋 明彦 (埼玉県立大学保健医療福祉学部)

( 1 ) 心筋梗塞患者における運動療法効果

柳 英利 (新座志木中央総合病院リハビリテーション科)

( 2 ) デバイス植込み術後患者の心臓リハビリにおける身体活動量評価の有用性

棟近 麻衣 (京都府立医科大学附属病院リハビリテーション部)

( 3 ) 血管リハビリテーションの効果判定

和田 敏裕 (城北病院理学療法部)

( 4 ) 慢性心不全患者の退院時における 6分間歩行距離は心不全による再入院を予測する指標となる

田畑 稔 (北里大学医療系研究科)

( 5 ) 肺高血圧症患者における 6分間歩行試験の利点と問題点

安藤 可織 (岡山医療センターリハビリテーション科)
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( 6 ) 運動療法の効果判定における各種心肺運動負荷試験指標の生理学的特徴とその解釈

前田 知子 (�原記念病院)

3 ．PAD末梢血管疾患の治療と管理

(学会 3日目 3 月17日(日)13：50〜15：20 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：宮本 正章 (日本医科大学再生医療科)

真田 弘美 (東京大学創傷看護学)

( 1 ) レーザ血流計による下肢血流リアルタイムモニタリングを活用したCLIに対するペリフェラル

インターベンション(PPI)の実際

塩田 裕啓 (丸太町病院 CE部)

( 2 ) 糖尿病患者における深い足部亀裂に関する要因の検討

大江 真琴 (東京大学老年看護学・創傷看護学)

( 3 ) 治療抵抗性末梢動脈疾患(PAD)に対する事故骨髄幹細胞による血管再生療法の効果，適応と問

題点

桐木-市川園子 (日本医科大学再生医療科)

( 4 ) 末梢動脈疾患治療におけるコメディカルの役割

芳賀沼亮二 (城北病院看護部)

( 5 ) 再生医療後のリハビリテーションの試み〜運動療法・装具療法・物理療法〜

山端 志保 (京都府立医科大学リハビリテーション部)

4 ．ハイブリッド治療時代のコメディカルのコラボレーション

(学会 3日目 3 月17日(日)16：30〜18：00 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：倉谷 徹 (大阪大学低侵襲循環器医療学)

志水 秀行 (慶應義塾大学心臓血管外科)

( 1 ) ステントグラフト手術にコメディカルがどこまで関われるか〜臨床工学技士というデバイス〜

北村 雅良 (ツカザキ病院臨床工学科)

( 2 ) ステント内挿術時におけるMEの役割について

茂田 綾 (慶應義塾大学医用工学センター)

( 3 ) 移動型Ｃアーム装置を使用したステントグラフト内挿術における診療放射線技師の役割

濱田 智広 (大分大学医療技術部放射線部門)

( 4 ) ハイブリッド治療における臨床工学技士の役割と課題

新 美保子 (帝京大学ME部)

( 5 ) ハイブリット手術室での役割

渡辺 猛 (三井記念病院MEセンター)

( 6 ) ハイブリット手術室におけるカテーテル室看護師と手術室看護師の役割と連携に関して

輪島 卓人 (�原記念病院)

( 7 ) 経皮的大動脈弁置換術(TAVR)における放射線技師の役割

柳川 康洋 (大阪大学医療技術部放射線部門)

【コメディカル賞審査講演会】

第 3回コメディカル賞審査講演会

(学会 1日目 3 月15日(金)13：50〜15：20 第20会場 アネックス 2階 F201+F202)

座長：伊藤 浩 (岡山大学大学院循環器内科学)

荒井 秀典 (京都大学人間健康科学系専攻)

( 1 ) ICD患者の QOLと患者属性との関係性

宮園 真美 (九州大学保健学部門)

( 2 ) 心不全患者の生命予後と栄養関連指標(GNRI)の関係について

櫻田 弘治 (心臓血管研究所リハビリテーション室)

( 3 ) 心不全入院患者の再入院を予測する因子の検討〜CONUTを用いた栄養評価の重要性〜

田中 佑樹 (徳島県立中央病院医療技術局検査技術科)

( 4 ) 流体解析ソフトを用いたFFR CTおよび血流解析の基礎検討

高橋 正司 (県立広島病院放射線診断科)

( 5 ) 心室期外収縮(VPC)の 3 方向心磁図パターンの検討

稲葉 武 (筑波大学検査部)
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( 6 ) 肺動脈性肺高血圧症患者のボセンタン治療評価に対する心肺運動負荷試験の有用性〜投与開始

1週間後の運動耐容能評価の検討〜

坪井 康典 (神戸大学リハビリテーション部)

【一般演題(口述・ポスター)】

1 ．事例・症例報告

2．看護(急性期)

3 ．看護(慢性期)

4 ．薬剤・薬物療法

5．食事指導・栄養管理

6．患者教育・カウンセリング

7 ．侵襲検査・治療

8 ．非侵襲検査・エコー

9．画像診断(CT, MR, RI)

10．放射線防護

11．不整脈・アブレーション

12．リハビリテーション・身体活動

13．心肺運動負荷試験

14．血液浄化・補助循環・呼吸管理

15．クリティカルパス

16．チーム医療

17．医療倫理・医療安全

18．医療専門職の教育

19．救命救急・災害医療

20．その他
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学術集会問合せ先のご案内

第77回日本循環器学会学術集会ホームページ http://www2.convention.co.jp/jcs2013/を開設しております．演

題応募や学術集会プログラムの確認などにご利用ください．本会ホームページからもリンクしております．

1．採否通知

2012年11月30日(金)から，採択された演題の登録番号，採択演題名，筆頭演者：名をホームページでカ

テゴリー別に掲示しておりますので，各自ご確認ください．

2．国内演者の資格

国内演者は，演題応募の時点で共同演者を含む全員が本学会会員であり，かつ2012年度会費納入者であ

ることが必要です．入会をご希望の方は，必要な書類を事務局より送付いたしますので，下記までFax又

はホームページのいずれかにて請求してください．なお，入会は，入会申込書の提出と入会金2,000円，お

よび2012年度会費15,000円(支部年会費含む)のお振込みをもって完了します．

(一社)日本循環器学会事務局

〒100-0011

東京都千代田区内幸町1-1-1

帝国ホテルタワー18F

TEL: 03-5501-0861

FAX: 03-5501-9855

E-mail: admin@j-circ.or.jp

ホームページ http://www.j-circ.or.jpの�ご入会案内�に入会申込書請求の入力フォームがありますので

ご利用ください．

3．演題取り下げについて

演題の取り消しは，会期初日の 2ヶ月前(2013/1/15)までに連絡があった場合に限り受理します．以後

(2013/1/16〜)については，発表業績として取り扱うとし，取り消しはいたしかねます．

4．その他

第77回学術集会のプログラム・運営などに関するお問い合わせは，運営準備室までE-mail または Fax

にてご連絡ください．

第77回日本循環器学会学術集会 運営準備室

(日本コンベンションサービス株式会社)

TEL: 03-3508-1726

FAX: 03-3508-1302

E-mail: jcs2013@convention.co.jp
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第78回日本循環器学会学術集会(JCS2014)

会 期：2014年 3 月21日(金)〜23日(日)

会 長：永井 良三 (自治医科大学)

会 場：東京国際フォーラム，JPタワー，東京商工会議所(東京都)

メインテーマ：情報爆発とネットワーク時代の循環器病学

Cardiology in the information era: from bench to community

1．美甘レクチャー(予定)

Eric N. Olson (UT Southwestern, USA)

2．真下記念講演(予定)

谷口 維紹 (東京大学生産技術研究所)

3．特別講演(予定)

Harry Dietz (Johns Hopkins University School of Medicine, Institute of Genetic Medicine, USA)

Kenneth Walsh (Boston University, USA)

Peter Libby (Harvard Medical School, USA)

Christine Seidman (Department of Genetics, Harvard Medical School, USA)

Stefanie Dimmeler (University of Frankfurt, Germany)

Bruce Spiegelman (Harvard University, USA)

Randall S. Johnson (University of Pennsylvania, USA / Cambridge, UK)

E Dale Abel (University of Utah, USA)

Bryan Williams (Department of Cardiovascular Sciences, University of Leicester, UK)

Damien Garcia (Department Of Radiology, Faculty of Medicine, University of Montreal, Canada)

Saibal Kar (Cardiology Division, Department of Medicine, Cedars-Sinai Medical Center, USA)

Jun Wang (Beijing Genomics Institute, China)

Michel Komajda (Department of Cardiology, Pitie Salpetriere Hospital, France)

Gerd Hasenfuss (University of Goettingen, Germany)

4．会長特別企画(予定)

我が国の地域医療の新展開にむけて

永井 良三 (自治医科大学)

尾身 茂 (年金・健康保険福祉施設整理機構)

アジアからのエビデンス

苅尾 七臣 (自治医科大学循環器内科学)

木村 剛 (京都大学医学部附属病院循環器内科)

循環器病ナショナルデータベース

小川 久雄 (熊本大学循環器内科学)

髙本 眞一 (三井記念病院)

医療の機能分担と連携

前原 正明 (防衛医科大学校第二外科)

山口 徹 (虎の門病院)

ゲノム科学の新展開

油谷 浩幸 (東京大学先端科学技術研究センター)

宮野 悟 (東京大学医科学研究所)

5．市民公開講座テーマ(予定)

心臓病とともに生きる
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2013年度 Translational Research 振興事業応募要領

1．趣 旨

日本循環器学会は循環器領域におけるわが国の臨床研究を推進するため大規模臨床試験の支援を行ってきた．

最近の再生医学の進歩も含めて臨床応用・実用化の直前にある最先端の循環器基礎的研究や Translational

Research を学会の研究支援事業の一環として位置付け，わが国の先進医学研究の振興に寄与することを目的と

する．

2．対象分野

下記対象分野のいずれもわが国の大学／研究・医療機関の共同研究を原則とする．

① 循環器領域における最先端の基礎的研究で臨床応用にあと一歩の段階にある独創的な研究(新規性を重視

する)

② 実用化直前にある循環器領域の translational research で本振興事業による助成終了時に実用化の目途が立

つことが期待される研究(実現可能性を重視する)

いずれも大学／研究・医療機関の横断的・共同研究を原則とする．

3．活動期間および採択件数

1件あたり 3年間の助成とする．①，②の対象分野から各 1件計 2件を採択する．

4．助 成 金

① 分野については，初年度は1,000万円，次年度および次々年度は500万円とし， 3 年間で計2,000万円の助

成を行う．

② 分野については，初年度は3,000万円，次年度および次々年度は1,500万円とし， 3 年間で計6,000万円の

助成を行う．

5．応募資格

① わが国の大学／研究・医療機関の組織からの応募とし，多施設共同研究の場合，応募は研究代表者の機関

からとする．

② 研究代表者は日本循環器学会会員(応募時点で会員であること)とする．

③ 班組織は原則として 5名以上10名以下とし，日本循環器学会会員(※)より構成されるものとする．

※応募時点で非会員の場合は，採択時に入会することとする．

④ 同一研究者の複数研究課題の申請はこれをさまたげないが，選考に当っては考慮されるものとする．

⑤ 研究代表者は過去 3 年間に同助成金を受けていないこと．

6．応募方法

研究代表者は，研究班を構成し，所定の応募書類(※)に必要事項を記入し，原本 1部とコピー20部を各セット

にして，日本循環器学会事務局に送付すること．なお，応募書類は返却しない．

※学会ホームページ http://www.j-circ.or.jpピックアップコンテンツの�Translational Research振興事業�か

らダウンロードしてください．

7．応募期間

2013年 3月 4日(月)〜 4月22日(月)17時 ※期日・時間厳守

※応募書類が完備していない場合は申請書が受理できない場合もありますので，提出の際は十分にご確認くだ

さい．

8．選考方法および発表

日本循環器学会学術委員会において選考し，理事会で決定する．

2013年 7 月中に研究代表者に対して選考結果を通知するとともに助成金を交付する．
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9．助成対象研究組織の公表

助成組織の研究課題，氏名，所属を日本循環器学会会告，ホームページ等に公表する．

10．研究成果の報告

① 研究代表者は活動年度毎に報告書および収支報告書を提出する．

② 活動最終年度の 3月学術集会時に発表を行うとともに，最終報告書を提出する．

③ 最終報告書は日本循環器学会ホームページに掲載する．

④ 研究成果を論文として発表する際は�日本循環器学会 Translational Research振興助成による�旨書き添

えることとする．

11．応募書類提出先

日本循環器学会事務局 学術委員会担当

〒604-8172 京都市中京区烏丸姉小路下る場之町599 CUBE OIKE 8 階
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循環器専門医制度
専門医制度委員会

2013年度以降に�循環器専門医�受験申請者・研修施設研修関連施設の指導責任者の方へ

【注意!!】循環器専門医研修カリキュラム達成度評価表の提出が必須となります

第24回(2013年度)循環器専門医試験の受験申請者より�循環器専門医研修カリキュラム達成度評価表�の提出

が必須となります．2013年度以降に�循環器専門医�の受験をご希望の場合は，日本循環器学会認定循環器専門

医研修カリキュラムに基づく研修を循環器学会指定研修施設または関連施設にて受験申請までに行ってください．

●受験申請者の方へ

1 ) 研修施設または研修関連施設にて，�研修カリキュラム達成度評価表�に記載されている全ての項目を受

験申請時までに修了してください．

2 ) 各項目を修了ごとに指導医(循環器専門医)に署名を依頼してください．

3 ) 所属の施設にて研修困難な項目がある場合は，検査あるいは治療が可能な本会指定の施設にて研修を行い，

その施設の指導医(循環器専門医)に署名を依頼してください．

●研修施設・研修関連施設の指導責任者の方へ

�研修カリキュラム達成度評価表�に記載されている検査法および治療法で設備状況等により施設内で実施で

きない項目がある場合，受験申請予定者が関連の本会指定研修施設または関連施設で研修を受けられるようご配

慮をお願いします．

全ての研修項目を修了していない場合は受験申請ができませんので，関連の施設との連携も含めご協力をお願

いいたします．

�研修カリキュラム達成度評価表�の詳細については下記 URLよりご確認ください．

http://www.j-circ.or.jp/information/senmoni/hyoukahyou.htm

※カリキュラム達成度評価表は，受験申請の際にご提出いただきますので，それまで大切に保管してください．

責任者の捺印後の評価表を紛失・喪失されました場合には，もう一度最初から研修し直しとなることもござい

ますので，保管には十分にご注意ください．

以上
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第24回(2013年度)日本循環器学会認定循環器専門医資格認定審査について

Ⅰ．審査方法

書類審査及び筆記試験(書類審査合格者のみ筆記試験の受験資格を有する)

Ⅱ．受験資格

1 ．次の 5項を充足していること．

1 ) 日本国の医師免許証を有し，医師としての人格及び見識を備えていること．

2 ) 2013年 4 月 1 日現在，内科系は認定内科医または総合内科専門医，外科系は外科学会認定登録医または

外科専門医，小児科系は小児科専門医であること．

3 ) 本学会会員であり，かつ通算して 6年以上の会員歴を有すること(※ 1 )．

4 ) 医師免許取得後，専門医試験日前日をもって満 6 年またはそれ以上の臨床研修歴を有すること(※ 2 )．

6 年のうち 3年以上は本学会指定の研修施設で研修していること．

2004年度(平成16年度)以降に医師免許を取得したものは，内科系は認定内科医，外科系は外科専門医，

小児科系は小児科専門医資格取得後，専門医試験日前日をもって満 3 年以上本学会指定の研修施設で研

修していること(※ 3 )．

(研修関連施設での研修期間は研修施設の1/2として計算する)

5 ) AHA BLSヘルスケアプロバイダーコースを受講修了後，AHA ACLS プロバイダーコースを受講し(※

4 )，2013年 4 月 1 日現在有効な認定を受けていること．AHA ACLSインストラクターコースも同等資

格として認める．また小児科系に限り AHA PALS コースも同等資格として認める．

2．審査料20,000円および2013年度の年会費を2013年 6 月末までに完納していること(※ 5 )．

3 ．喫煙が心血管病の危険因子であることを認識し，自ら禁煙し且つ禁煙の啓発に努めること．

4．試験の合格後，専門医名簿への公開に同意すること．

※ 1 2013年 4 月 1 日時点で会員歴 6 年目であればよい．2009年度以降に入会した会員の方は受験できません．

※ 2 2003年度以前(2003年度を含む)に医師免許を取得した方は 2年間のスーパーローテーションの期間を含

む．

※ 3 2010年 9 月以降(2010年 9 月含む)に認定内科医資格を取得された方は，満3年以上の研修歴が満たない

ため，今回受験できません．

※ 4 対象コースは JCS(日本循環器学会)，JAA(日本 ACLS協会)，JSISH(日本医療教授システム学会)，福

井県済生会病院 ITC-横浜トレーニングセンター(横浜ACLS)，その他海外団体主催でも�AHA ACLS

プロバイダーコース�であればよい．

なお，AHA ACLS プロバイダーコース受講の際には，AHA BLSヘルスケアプロバイダーコースの修了

が必要となります．AHA ACLS プロバイダーコースおよび AHA BLSヘルスケアプロバイダーコース

の開催日程は，本学会ホームページ http://www.j-circ.or.jp/information/acls/acls.htmを確認してくださ

い．

※ 5 審査料及び年会費の払込用紙は 4月下旬に送付します．

Ⅲ．申請方法

以下の申請書類すべてを事務局まで郵送してください．①〜⑤はWEBを介して作成し，印刷して提出してく

ださい．⑥はWEB上よりダウンロードして必要事項を記入して提出してください．⑦〜⑧はコピーを提出して

ください．

(①〜⑧まで全ての書類を同封してお送りください)

① 循環器専門医資格認定審査申請書

② 診療実績表(A)受持入院患者一覧表

③ 診療実績表(B)研修記録

④ 診療実績表(C)手術所見，(D)外科手術記録，(E)剖検記録のいずれか

⑤ 研修(研修関連)施設在籍証明書

⑥ 循環器専門医研修カリキュラム達成度評価表

⑦ 基本領域の資格証書のコピー

⑧ AHA ACLS プロバイダーカード，AHA ACLSインストラクターカード，AHA PALS プロバイダーカー
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ドいずれかのコピー

Ⅳ．日 程

日 程 内 容

1 月下旬〜 3月31日(日) 受験申請・申請書類作成期間(※ 1 )

この期間以後の新規受験申請は受付不可

4 月 1 日(月)〜 4 月12日(金) 17時必着 申請書類提出期間(※ 2 )

4 月下旬 審査料払込用紙送付(※ 3 )

5 月〜 7月中旬 申請書類審査期間

7 月下旬 書類審査結果通知(※ 4 )

8月25日(日) 筆記試験施行(※ 5 )

東京国際フォーラム，梅田スカイビル

10月中旬 合否通知

※ 1 受験者がWEBを介して受験申請・申請書類を作成する期間．

※ 2 受験者が申請書類を事務局へ送付する期間．

この期間以後に到着した書類は一切受け付け致しません．

※ 3 事務局から審査料払込用紙を送付します．

※ 4 書類審査不合格の場合は，責任者にも判定理由を通知します．

※ 5 試験練習問題は学会ホームページ(一般公開)でご確認頂けます．

Ⅴ．認定について

�試験の合格後，専門医認定申請の手続きをご案内致します．

�認定料は30,000円です．

循環器専門医資格認定試験およびその申請書等において不正が判明

した場合は専門医制度規則により厳格な処分が科せられます．
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※1 �更新に必要な単位�については p.140 をご確認ください．
※2 インターネットによる専門医更新申請が可能となりました．更新申請の手順等の詳細は認定 5年目

の10月中旬頃に送付いたします�更新に関するご案内�に同封させていただきます．

専門医認定更新の手続きの流れ
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専門医認定更新研修の必修化について

専門医制度委員会，理事会，2009年 3 月20日の評議員会の審議を経て循環器専門医認定更新の際に所定の研修

が必修となりました．変更点は下記のとおりです．

専門医認定更新に必要な研修単位(50単位)のうち，必修研修の単位配分は下記のとおりとなります．

認定更新には下記の必修研修単位を含む合計50単位が必要となります．

【必修研修と単位数】

① 最新医療の知識習得に関する研修……30単位

日本循環器学会主催の学術集会・地方会(いずれも教育セッションを含んでもよい)への参加にて単位

を取得してください．

② 医療安全・医療倫理に関する研修…… 2単位

学術集会および地方会(※ 1 )開催時の�医療安全・医療倫理に関する講演会�への参加あるいはイン

ターネット(※ 2 )での視聴研修プログラムによる研修で単位を取得してください．

※ 1 各地方会での開催につきましては DVDセッションとなり同じ講演を既に聴講されている場合に

は単位は重複して加算されません．

開催状況につきましては各地方会により異なります．事前に必ずご確認ください．

※ 2 インターネットでの視聴研修につきましては，下記からご覧いただけます．視聴には ID (会員番

号)とパスワードが必要です．パスワードをお忘れの場合は下記ホームページから再発行可能で

す．

日本循環器学会ホームページ(http://www.j-circ.or.jp)

悪

循環器専門医制度

悪

〔専門医専用〕医療安全・医療倫理 web研修

【必修研修単位の取得期間】

現在の認定期間 必修研修単位の取得期間

2008/4/1〜2013/3/31 2008/4/1〜2013/3/31

2009/4/1〜2014/3/31 2009/4/1〜2014/3/31

2010/4/1〜2015/3/31 2010/4/1〜2015/3/31

2011/4/1〜2016/3/31 2011/4/1〜2016/3/31

2012/4/1〜2017/3/31 2012/4/1〜2017/3/31
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【留学による特別措置】

1 ) 留学期間中の海外学会参加研修単位について

留学により，日本循環器学会主催の学術集会・地方会に参加できなかった場合は，その留学期間中に開

催された海外学会(WCC，AHA，ACC，APCC，ESC)への参加を，最新医療の知識習得に関する研修

を行ったとして15単位を付与します．ただし，上記 5学会の内 1年間に複数参加しても， 1年度につき

1回分の研修単位のみしか認められません．

例) 2009年度に AHAと ACCに参加した場合は，どちらか一方の参加のみ�最新医療の知識習得に

関する研修�15単位として認める．

※留学期間が連続して10ヶ月以上の者を対象とする．

申請方法は帰国後， 2 )に必要な留学単位申請書および在籍証明書に上記の海外学会参加証(ネームカー

ド)コピーを同封してください．抄録集のコピーは不可．

2 ) 留学期間の研修単位について

留学単位は必修研修以外の区分として現状通り 1ヶ月 1単位を加算します．

※帰国後，単位申請書および在籍証明書のコピーを提出すること．

3 ) 認定更新日経過の場合について

更新日(各年度 4月 1 日)を超えて留学中の場合は，現状通り取得単位に関わらず，所定の更新手続きを

行えば更新することができます．

循環器専門医認定更新の必修研修および単位につきましてご質問などございましたら下記連絡先までお問合せ

ください．

問い合わせ先：

一般社団法人 日本循環器学会(JCS 事務局)

専門医制度委員会 担当

TEL：075-257-5830

E-mail: senmoni@j-circ.or.jp
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その他専門医制度に関する手続き・問い合わせ

下記申請に関しては，学会ホームページ(http://www.j-circ.or.jp/) 循環器専門医制度 をご確認の上，必要書類

をダウンロードしてください．

�証明書交付申請(和文証明・英文証明書発行，循環器専門医証再発行)

�施設証再交付申請

�留学期間の研修単位申請

�専門医カード再発行申請

上記の他，専門医制度に関する情報を学会ホームページ 循環器専門医制度 に掲載しておりますので，ご確認

ください．

問い合わせ先：

一般社団法人 日本循環器学会(JCS 事務局)

専門医制度委員会 担当

TEL：075-257-5830 FAX：075-213-1675

E-mail: senmoni@j-circ.or.jp
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地方会・関連学会・研究会情報

専門医研修単位認定学会情報

【お願い】

各学会情報は，申請された時点の情報を掲載していますので，開催までに情報

に変更が生じることがございます．当日参加される場合は，必ず各学会・各地

方会・各研究会にて情報をご確認ください．

1．日本循環器学会地方会

(単位登録票方式／

地方会： 5単位．教育セッション： 3単位．医療

安全： 2単位※)

※医療安全については各地方会により開催が異な

ります．各支部へ直接お問い合わせください．

《地方会当日会場での単位登録のみ受付》

第109回北海道地方会

会 期：2013年 6 月22日(土)

会 場：北海道大学学術交流会館(札幌市)

会 長：東 信良

(旭川医科大学外科学講座循環・呼吸・腫瘍病態外科学)

第110回北海道地方会

会 期：2013年11月23日(土)

会 場：北海道大学学術交流会館(札幌市)

会 長：岡本 洋(北海道医療センター)

第156回東北地方会

会 期：2013年 6 月 1 日(土)

会 場：岩手医科大学付属循環器医療センター(盛岡市)

会 長：奥村 謙(弘前大学循環呼吸腎臓内科学)

第157回東北地方会

会 期：2013年12月 7 日(土)

会 場：仙台国際センター(仙台市)

会 長：下川宏明(東北大学循環器内科学)

第228回関東甲信越地方会

会 期：2013年 6 月15日(土)

会 場：東京ステーションコンファレンス(千代田区)

会 長：石光俊彦(獨協医科大学循環器内科)

第229回関東甲信越地方会

会 期：2013年 9 月14日(土)

会 場：東京ステーションコンファレンス(千代田区)

会 長：西﨑光弘(横浜南共済病院循環器内科)

第230回関東甲信越地方会

会 期：2013年12月 7 日(土)

会 場：東京ステーションコンファレンス(千代田区)

会 長：松本万夫(埼玉医科大学国際医療センター心臓内科)

第231回関東甲信越地方会

会 期：2014年 2 月 1 日(土)

会 場：東京ステーションコンファレンス(千代田区)

会 長：山﨑純一

(東邦大学医療センター大森病院循環器内科)

第141回東海地方会

会 期：2013年 6 月22日(土)

会 場：ウインクあいち(愛知県産業労働センター)

(愛知県名古屋市)

会 長：天野哲也(愛知医科大学循環器内科)

第126回北陸地方会

会 期：2013年 6 月16日(日)

会 場：金沢医科大学(石川県河北郡内o町)

会 長：森本茂人(金沢医科大学高齢医学)

第142回東海・第127回北陸合同地方会

会 期：2013年11月 9 日(土)・10日(日)

会 場：金沢エクセルホテル東急(金沢市)

会 長：芳村直樹

(富山大学外科学(呼吸・循環・総合外科)講座)

第115回近畿地方会

会 期：2013年 6 月15日(土)

会 場：国立京都国際会館

会 長：木村 剛(京都大学内科学講座)

第116回近畿地方会

会 期：2013年11月30日(土)

会 場：大阪国際交流センター

会 長：増山 理(兵庫医科大学内科学循環器内科)

第117回近畿地方会

会 期：2014年 7 月12日(土)

会 場：コングレコンベンションセンター(大阪市)

会 長：佐賀俊彦(近畿大学心臓血管外科)

第102回中国・四国合同地方会

会 期：2013年 5 月10日(金)，11日(土)

会 場：サンポートホール高松(高松市)

会 長：坂東重信(香川県立白鳥病院)

第103回中国地方会

会 期：2013年10月26日(土)・27日(日)

会 場：米子コンベンションセンター〈Big Ship〉

(米子市)

会 長：山本一博(鳥取大学病態情報内科学)

第103回四国地方会

会 期：2013年12月 7 日(土)

会 場：あわぎんホール(徳島市)

会 長：赤池雅史(徳島大学医療教育学)
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第114回九州地方会

会 期：2013年 6 月29日(土)

会 場：アクロス福岡(福岡市)

会 長：𡈽橋卓也(九州医療センター高血圧内科)

第115回九州地方会

会 期：2013年12月 7 日(土)

会 場：佐賀マリトピア(佐賀市)

会 長：森田茂樹(佐賀大学胸部心臓血管外科)

2．循環器関連学会

(自己申告方式／ 3単位)

※今後，会期および会場などの変更が生じる場合が

あります．詳しくは直接各学会事務局へお問い合

わせください．

第43回日本心臓血管外科学会

会 期：2013年 2 月25日(月)〜27日(水)

会 場：ホテルグランパシフィック LE DAIBA(港区)

会 長：小山信彌(東邦大学心臓血管外科)

第49回日本循環器病予防学会

会 期：2013年 6 月14日(金)〜15日(土)

会 場：金沢市文化ホール(金沢市)

会 長：中川秀昭(金沢医科大学公衆衛生学)

第28回日本不整脈学会大会

会 期：2013年 7 月 4 日(木)〜 6 日(土)

会 場：グランドプリンスホテル新高輪(港区)

会 長：杉 薫

(東邦大学医療センター大橋病院循環器内科)

第49回日本小児循環器学会

会 期：2013年 7 月11日(木)〜13日(土)

会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター

(渋谷区)

会 長：中西敏雄(東京女子医科大学循環器小児科)

第22回日本心血管インターベンション治療学会

会 期：2013年 7 月11日(木)〜13日(土)

会 場：神戸国際会議場，神戸国際展示場，

神戸ポートピアホテル(神戸市)

会 長：宮崎俊一(近畿大学循環器内科)

第19回日本心臓リハビリテーション学会

会 期：2013年 7 月13日(土)〜14日(日)

会 場：仙台国際センター(仙台市)

会 長：上月正博

第45回日本動脈硬化学会

会 期：2013年 7 月18日(木)〜19日(金)

会 場：京王プラザホテル

会 長：及川眞一(日本医科大学)

第61回日本心臓病学会

会 期：2013年 9 月20日(金)〜22日(日)

会 場：ホテル日航熊本，他(熊本市)

会 長：小川久雄(熊本大学循環器内科)

第54回日本脈管学会

会 期：2013年10月10日(木)〜12日(土)

会 場：東京ステーションコンファレンス(千代田区)

会 長：一色高明(帝京大学内科)

第30回日本心電学会

会 期：2013年10月11日(金)〜12日(土)

会 場：青森市文化会館(青森市)

会 長：奥村 謙(弘前大学循環呼吸腎臓内科学)

第66回日本胸部外科学会

会 期：2013年10月16日(水)〜19日(土)

会 場：仙台国際センター(仙台市)

会 長：近藤 丘

(東北大学加齢医学研究所呼吸器外科学)

第36回日本高血圧学会

会 期：2013年10月24日(木)〜26日(土)予定

会 場：大阪国際会議場(大阪市)予定

会 長：河野雄平

(国立循環器センター内科高血圧腎臓部門)

第17回日本心不全学会

会 期：2013年11月28日(木)〜30日(土)

会 場：大宮ソニックシティー(さいたま市)

会 長：百村伸一

(自治医科大学附属さいたま医療センター循環器科)

第27回日本冠疾患学会

会 期：2013年12月13日(金)〜14日(土)

会 場：アバローム紀の国(和歌山市)

会 長：(内科系)赤阪隆史

(和歌山県立医科大学循環器内科)

(外科系)岡村吉隆

(和歌山県立医科大学第一外科)

3．関連学会

(自己申告方式／ 1単位)

※今後，会期および会場などの変更が生じる場合が

あります．詳しくは直接各学会事務局へお問い合

わせください．

第40回日本集中治療医学会

会 期：2013年 2 月28日(木)〜 3 月 2 日(土)

会 場：長野県松本文化会館，松本市総合体育館，他

(松本市)

会 長：岡本和文

(信州大学高度救急医療センター集中治療部)

第90回日本生理学会

会 期：2013年 3 月27日(水)〜29日(金)

会 場：タワーホール船掘(江戸川区)

会 長：石川義弘(横浜市立大学循環器制御医学)

第113回日本外科学会

会 期：2013年 4 月11日(木)〜13日(土)

会 場：福岡国際会議場(福岡市)

会 長：前原喜彦

(九州大学大学院消化器・総合外科学)

第72回日本医学放射線学会

会 期：2013年 4 月11日(木)〜14日(日)

会 場：パシフィコ横浜(横浜市)

会 長：本田 浩(九州大学)
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第110回日本内科学会

会 期：2013年 4 月12日(金)〜14日(日)

会 場：東京国際フォーラム(千代田区)

会 長：細谷龍男(東京慈恵医科大学)

第116回日本小児科学会

会 期：2013年 4 月19日(金)〜21日(日)

会 場：広島国際会議場(広島市)・

広島市文化交流会館(広島市)

会 長：小林正夫

(広島大学医歯薬保健学研究院小児科学)

第56回日本腎臓学会

会 期：2013年 5 月10日(金)〜12日(日)

会 場：東京国際フォーラム(千代田区)

会 長：富野康日己(順天堂大学腎臓内科)

第86回日本超音波医学会

会 期：2013年 5 月24日(金)〜26日(日)

会 場：大阪国際会議場(大阪市)

会 長：増山 理(兵庫医科大学循環器内科)

第55回日本老年医学会

会 期：2013年 6 月 4 日(火)〜 6 日(木)

会 場：大阪国際会議場・リーガロイヤルNCB・

リーガロイヤルホテル・

大阪大学中之島センター(大阪市)

会 長：三木哲郎(愛媛大学加齢制御内科学)

第34回日本循環制御医学会

会 期：2013年 6 月 7 日(金)〜 8 日(土)

会 場：福井県県民ホール，AOSSA 8F(福井市)

会 長：重見研司

(福井大学器官制御学麻酔・蘇生領域)

第38回日本睡眠学会定期学術集会

会 期：2013年 6 月27日(木)〜28日(金)

会 場：秋田キャッスルホテル／秋田県民会館／

にぎわい交流館あう(秋田市)

会 長：清水徹男(秋田大学病態制御医学系精神科学)

第23回日本心臓核医学会

会 期：2013年 6 月28日(金)〜29日(土)

会 場：東京コンファレンスセンター・品川(品川区)

会 長：山科 章(東京医科大学内科学第二)

第52回日本生体医工学会

会 期：2013年 7 月 3 日(水)〜 7 日(日)

会 場：大阪国際会議場(大阪市)

会 長：牧川方昭(立命館大学理工学部)

第50回記念日本臨床生理学会

会 期：2013年11月 8 日(金)〜 9 日(土)

会 場：シェーンバッハ・サボー(砂防会館別館)

(千代田区)

会 長：坂本長逸(日本医科大学消化器内科学)

第53回日本核医学会

会 期：2013年11月 8 日(金)〜10日(日)

会 場：福岡国際会議場(福岡市)

会 長：桑原康雄(福岡大学病院放射線第二)

4．医学会総会

(専門医単位／ 5単位)

第29回日本医学会総会

会 期：2015年 4 月10日(土)〜13日(日)

会 場：国立京都国際会館，

グランドプリンスホテル京都，他

5．本会指定の学術集会・学術講演会(国際会議)

(自己申告方式／ 2単位)

上記 5．および 6．の�指定研修集会制度�は2012

年 3 月をもって終了しました．

自己申告区分として単位申請可能な会については，

学会 HPにてご確認ください．

6．国際学会等

(自己申告方式／ 2単位)

ACC Annual Meeting

AHA Scientific Sessions

APCC

ESC Congress

WCC Scientific Sessions

※詳細については海外学会情報をご覧ください．

海 外 学 会 情 報

ACC Annual Scientific Session

会 期：2013年 3 月 9 日(土)〜11日(月)

会 場：San Francisco(U.S.A)

ＵＲＬ：http://www.cardiosource.org/

ESC Congress 2013

会 期：2013年 8 月31日(土)〜 9 月 4 日(水)

会 場：Amsterdam(Netherlands)

ＵＲＬ：http://www.escardio.org/

AHA Scientific Sessions 2013

会 期：2013年11月16日(土)〜20日(水)

会 場：Dallas(U.S.A)

ＵＲＬ：http://www.americanheart.org/
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その他の学会開催情報

KCJL(近畿心血管治療ジョイントライブ)2013

会 期：2013年 4 月18日(木)〜 4 月20日(土)

会 場：メルパルク京都

代表世話人：上田欽造(洛和会丸太町病院)

問合先：KCJL事務局

〒440-0851 愛知県豊橋市前田南町1-1-5 2E

Tel. 0532-57-1278 Fax. 0532-52-2883

Email: kcjl@kcjl.gr.jp

URL: http://www.kcjl.gr.jp

The 14th CTO Club

会 期：2013年 5 月 9 日(木)〜10日(金)

会 場：ウインクあいち

問合先：〒440-0851 愛知県豊橋市前田南町1-1-5 2E

Tel. 0532-57-1276 Fax. 0532-52-2883

E-mail: cto@heartorg.gr.jp

URL: http://www.cct.gr.jp/ctoclub/index.html

研 究 助 成

公益財団法人循環器病研究振興財団

第21回(2013年度)バイエル循環器病研究助成募集要項

研究テーマ：日本人の血栓・塞栓の特異性

助成金額：500万円／ 1件，250万円／ 2件

応募資格：1969年 4 月 1 日以降に生まれた日本に在住

する研究者

応募方法：ホームページから申請書および承諾書を各

自入手し，推薦者および所属機関長の署名・

職印捺印の上，財団まで送付のこと

応募締切：2013年 1 月15日〜2013年 3 月15日(同日消

印有効)

問合先：〒565-8565 吹田市藤白台5-7-1 国立循環器

病センター内 公益財団法人循環器病研究振

興財団�バイエル循環器病研究助成�係

Tel. 06-6872-0010 Fax. 06-6872-0009

E-mail: koubo@jcvrf.jp

URL: http://www.jcvrf.jp

公益財団法人福田記念医療技術振興財団第24回(平成

25年度)研究助成等募集

(公財)福田記念医療技術振興財団では，MEを利用し

た医療技術に関する研究助成を行っており， 4月 1日

より次のとおり募集を行う．

公募事業

①研究助成

1 ) 個人研究：100万円／件を限度に計 6件

2 ) 共同研究：200万円／件を限度に計 5件

②国際交流助成

1 ) 研究留学：100万円／件を限度に計 4件

2 ) 国際会議出席：30万円／件を限度に計 4件

3 ) 海外からの研究者招聘：100万円／件を限度に

計 4件

③論文表彰(副賞50万円)： 2件

応募締切(当日消印有効)

①については2013年 4 月26日

②については前期分2013年 4 月26日，後期分2013年

12月31日

(注)国際交流前期分は，出発が2013年 7 月 1 日から

2014年 2 月28日までの募集

③については2013年12月31日

応募方法：財団所定の申請書に記載し，書留で事務局

宛に送付

問合先：〒113-8570 東京都文京区湯島2-31-20

フクダ電子(株)春木町ビル内

公益財団法人 福田記念医療技術振興財団事

務局

Tel. 03-5684-0288 Fax. 03-5684-0268

URL: http://www.fukudakinen.or.jp

公益財団法人成人血管病研究振興財団平成25年度賞募集

( 1 ) 井村臨床研究賞(第10回)

趣 旨：人，特に患者を対象とした成人血管病に関す

る臨床研究(patient-oriented research)で，

①基礎研究の成果の臨床への橋渡し研究

(translational research)

②疾患の成因や病態生理の解明

③疾患の新しい診断・治療・予防法の開発

などの分野ですぐれた成果をあげた国内の研

究者または研究グループに贈呈

贈呈数： 1名または 1研究グループ

内 容：①賞状

②賞¨(ゴールド・メダル)

③副賞(研究助成金300万円)

応募締切：2013年 5 月31日(当日消印有効)

応募規定：①他薦に限る

②研究分野：上記趣旨のとおり

③推薦書：財団規定の用紙により作成し，

財団事務局に送付．規定用紙は事務局に

文書によって請求．

授与式：2013年12月上旬，神戸市内．なお，同日は神

戸成人血管病シンポジウムを開催し，そのプ

ログラム中に井村賞受賞記念特別講演を予定
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するとともに，医学誌�最新医学�に受賞記

念論文も掲載いただく

( 2 ) 井村臨床研究奨励賞(第10回)

趣 旨：人，特に患者を対象とした成人血管病に関す

る臨床研究(patient-oriented research)で，

①基礎研究の成果の臨床への橋渡し研究

(translational research)

②疾患の成因や病態生理の解明

③疾患の新しい診断・治療・予防法の開発

などの分野で注目すべき優秀な研究業績をあ

げている国内の45歳未満の研究者に対し，そ

の将来の発展を期待して贈呈

贈呈数： 3名以内

内 容：①賞状

②賞¨(シルバー・メダル)

③副賞(研究助成金50万円)

受付期間：2013年 4 月 1 日〜 5月31日(当日消印有効)

応募規定：

①自薦，他薦とも可．但し自薦の場合は所属責任者

の氏名，印を要す

②当財団の規定用紙を請求し，同用紙の指定する内

容を記入する

③候補者は，2013年年 3月31日現在で45歳未満であ

ること

授与式：2013年12月上旬，神戸市内．また，医学誌

�最新医学�に受賞記念論文も掲載いただく

予定

( 3 ) 岡村臨床研究奨励賞(第28回)

趣 旨：高血圧，動脈硬化，糖尿病など，成人血管病

の成因，予防，治療に関する基礎的研究にあ

たる40歳未満の研究者で，注目すべき優秀な

研究業績をあげている研究者に，その将来の

発展を期待して贈呈

贈呈数： 3名以内

内 容：①賞状

②賞¨(シルバー・メダル)

③副賞(研究助成金50万円)

受付期間：2013年 4 月 1 日〜 5月20日(当日消印有効)

応募規定：

①自薦，他薦とも可．但し自薦の場合は所属責任者

の氏名，印を要す

②当財団の規定用紙を請求し，同用紙の指定する内

容を記入する

③候補者は，2013年年 3月31日現在で40歳未満であ

ること

④過去の受賞者を除く

授与式：2013年 9 月 6 日，東京で開催の第49回高血圧

関連疾患モデル学会学術総会会場で行われる

予定

問合先：〒606-8413 京都市左京区浄土寺下馬場町86

国際健寿ビル 1階

公益財団法人成人血管病研究振興財団

Tel. 075-761-2381 Fax. 075-761-2382
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ACLS講習会情報
循環器救急医療委員会

AHA ACLSプロバイダーコース受講のためには AHA BLSヘルスケアプロバイダーコースの修

了が必要です．未受講の方は，まずはこのコースを受講してください．詳しくはホームページ

(http://www.j-circ.or.jp/)の�BLS・ACLS講習会情報�をご参照ください．

日本循環器学会は2007年 3 月に，AHAと契約して国際トレーニングセンター(ITC)となり，循環器救急医療

委員会(旧称：心肺蘇生法委員会)の中の教育部門としてECC(緊急心血管治療)プログラムを独自に推進させてい

く事になり，JCS-ITCコースとして各支部において開催致します．

私たちは日本での心臓突然死の予防と心停止の救命率の改善およびそれによる後遺症を減らすことを目標に掲

げます．それには地域での�救命の連鎖�の確立が重要となります．そのためには，会員すべてが心肺蘇生法ト

レーニングを受け，医師・コメディカル・一般市民への指導者になること，そして特に循環器専門医は標準的な

二次救命処置(Advanced Cardiovascular Life Support, ACLS)を習得し，循環器救急医療におけるチームリーダー

になることが必要です．また，循環器専門医の受験資格に AHA-ACLS修了が必須となっています．このトレー

ニングコースは，アメリカ心臓協会(AHA)がこれまで築き上げてきたトレーニングプログラムを用いて実施され

ます．下記のコースに積極的に参加いただき，地域での�救命の連鎖�確立を推進していただける方を募集しま

す．各コースの受講者募集の詳細は日本循環器学会ホームページ(http://www.j-circ.or.jp/)の�ACLS 講習会情

報�にてご確認ください．

受講料 32,000円

受講対象者：原則として医療従事者(医師・看護師・救急救命士など日本国内での医療国家試験

有資格者に限定します)

受講申し込み方法：当会ホームページ�BLS・ACLS講習会情報�のページからご希望のコース

をお選びいただき，オンラインフォームにてお申し込みください．以下のコーススケジュールの

募集締め切りは延長される場合がありますので，ホームページにてご確認ください．

JCS-ITC2013/03/02-03九州支部佐賀大学病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月 2 日(土)〜 3 日(日)の 2 日間

会 場：佐賀大学病院医学部附属病院 卒後臨床研修センター 1Fセミナー室

(佐賀県佐賀市鍋島)

受講募集人数：15名

コースディレクター：肥後太基(九州大学病院循環器内科)

2 月 3 日(日)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

九州大学病院循環器内科 肥後太基

E-mail: jcs.kyushu@gmail.com

JCS-ITC2013/03/02-03東海・北陸支部合同市立島田市民病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月 2 日(土)〜 3 日(日)の 2 日間

会 場：市立島田市民病院(静岡県島田市野田)

受講募集人数：12名

コースディレクター：鈴木秀一(名古屋医療センター)

2 月 7 日(木)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

日本循環器学会東海支部事務局 渡辺裕一

Phone: 052-950-3365

Fax: 052-950-3370

E-mail: jcs-tokai@congre.co.jp
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JCS-ITC2013/03/02-03関東甲信越支部相澤病院ヤマサホール AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月 2 日(土)〜 3 日(日)の 2 日間

会 場：相澤病院ヤマサホール(長野県松本市本庄)

受講募集人数：18名

コースディレクター：宮澤 泉(長野赤十字病院循環器内科)

2 月13日(水)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org

JCS-ITC2013/03/09-10四国支部徳島赤十字病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月 9 日(土)〜10日(日)の 2 日間

会 場：徳島赤十字病院 病院棟401会議室(徳島県小松島市小松島町)

受講募集人数：12名

コースディレクター：吉川 圭(坂出市立病院)

2 月19日(水)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

坂出市立病院 吉川 圭

Phone: 070-5516-8708

Fax: 0877-46-2377

E-mail: kayy@mac.com

JCS-ITC2013/03/09-10関東甲信越支部レールダル本郷トレーニングセンター AHA ACLSプロバ

イダーコース

開催日：2013年 3 月 9 日(土)〜10日(日)の 2 日間

会 場：レールダル本郷トレーニングセンター(東京都文京区本郷)

受講募集人数：18名

コースディレクター：中山英人(東京都立神経病院麻酔科・ICU)

2 月11日(月)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org

JCS-ITC2013/03/09-10東北支部山形大学附属病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月 9 日(土)〜10日(日)の 2 日間

会 場：山形大学医学部 大学院講義室・大講義室(山形県山形市飯田西)

受講募集人数：12名

コースディレクター：花田裕之(弘前大学医学部)

2 月28日(木)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

弘前大学医学部大学院医学研究科救急災害医学講座 花田裕之

Phone: 0172-39-5375

Fax: 0172-39-5316

E-mail: hanada68@cc.hirosaki-u.ac.jp
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JCS-ITC2013/03/23-24中国支部岡山赤十字病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：岡山赤十字病院(岡山県岡山市北区青江)

受講募集人数：12名

コースディレクター：齋藤博則(岡山赤十字病院循環器科)

3 月 5 日(火)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

山口大学大学院医学系研究科器官病態内科学内(第二内科) 岡部英美

Phone: 0836-22-2248

Fax: 0836-22-2246

E-mail: ninai@yamaguchi-u.ac.jp

JCS-ITC2013/03/23-24近畿支部滋賀医科大学 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：滋賀医科大学 循環器内科学教室(滋賀県大津市瀬田月輪町)

受講募集人数：20名

コースディレクター：横山広行(国立循環器病研究センター)

2 月24日(日)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

日本循環器学会近畿支部事務局 山口良彦

Phone: 075-212-2015

Fax: 075-212-0691

E-mail: kyoto@congre.co.jp

JCS-ITC2013/03/23-24関東甲信越支部新潟医療センター AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：新潟医療センター(新潟県新潟市西区小針)

受講募集人数：15名

コースディレクター：船崎俊一(済生会川口総合病院)

2 月13日(水)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 熊谷幸恵・佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org

JCS-ITC2013/03/23-24関東甲信越支部国立病院機構東京医療センター AHA ACLSプロバイダー

コース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：国立病院機構東京医療センター(東京都目黒区東が丘)

受講募集人数：15名

コースディレクター：布施 淳(国立病院機構東京医療センター循環器科)

2 月27日(水)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org
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JCS-ITC2013/03/23-24関東甲信越支部自治医科大学 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：自治医科大学20周年記念棟7F シュミレーションセンター(栃木県下野市薬師寺)

受講募集人数：12名

コースディレクター：菊地 研(獨協医科大学心臓・血管内科)

2 月26日(火)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org

JCS-ITC2013/03/23-24北陸支部富山大学付属病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：富山大学付属病院 南病棟 1 階スキルスラボ(富山県富山市杉谷)

受講募集人数： 6名

コースディレクター：宇野欣秀(芳珠記念病院循環器内科)

2 月28日(木)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

芳珠記念病院循環器内科 宇野欣秀

E-mail: yoshihide_uno@hotmail.com

JCS-ITC2013/03/23-24東海・北陸支部合同静岡県立総合病院 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月23日(土)〜24日(日)の 2 日間

会 場：静岡県立総合病院 6 階教育研修センター(静岡県静岡市葵区北安東)

受講募集人数：18名

コースディレクター：野々木宏(静岡県立総合病院)

2 月25日(月)まで募集(延長の場合もあり)

問い合わせ：

日本循環器学会東海支部事務局 渡辺裕一

Phone: 052-950-3365

Fax: 052-950-3370

E-mail: jcs-tokai@congre.co.jp

JCS-ITC2013/03/30-31近畿支部国立循環器病研究センター AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月30日(土)〜31日(日)の 2 日間

会 場：国立循環器病研究センター リハビリテーション棟(大阪府吹田市藤白台)

受講募集人数：20名

コースディレクター：横山広行(国立循環器病研究センター)

3 月 3 日(日)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会近畿支部事務局 山口良彦

Phone: 075-212-2015

Fax: 075-212-0691

E-mail: kyoto@congre.co.jp
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JCS-ITC2013/03/30-31東海・北陸支部合同名古屋大学医学部 AHA ACLSプロバイダーコース

開催日：2013年 3 月30日(土)〜31日(日)の 2 日間

会 場：名古屋大学医学部 基礎研究棟 2 階(愛知県名古屋市昭和区鶴舞町)

受講募集人数：24名

コースディレクター：都築通孝(名古屋大学医学部附属病院)

2013年 3 月 4 日(月)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会東海支部事務局 渡辺裕一

Phone: 052-950-3365

Fax: 052-950-3370

E-mail: jcs-tokai@congre.co.jp

JCS-ITC2013/04/20-21関東甲信越支部獨協医科大学創立30周年記念館 AHA ACLSプロバイダー

コース

開催日：2013年 4 月20日(土)〜21日(日)の 2 日間

会 場：獨協医科大学 創立30周年記念館(栃木県下都賀郡壬生町)

受講募集人数：12名

コースディレクター：菊地 研(獨協医科大学心臓・血管内科)

3 月26日(火)まで募集

問い合わせ：

日本循環器学会関東甲信越支部BLS・ACLS 講習会事務局 佐々木和也

Phone: 019-652-5406

Fax: 019-604-8244

E-mail: aclsjcskanto@acls-jcs.org
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映像教材販売のご案内

喫煙防止映像教材販売のご案内

禁煙推進委員会

ご承知のように，喫煙は喫煙者のみならず受動喫煙者にとっても，虚血性心疾患をはじめとする循環器疾患，

呼吸器疾患，がん，その他の疾患の発症・進展にとって重要な危険因子です．禁煙推進委員会では，医療現場か

らのメッセージを込めた	今から始める喫煙防止教育 2版
という喫煙防止映像教材(DVD)を制作し，その販売

をしておりますのでご案内申し上げます．

会員・非会員を問わずご購入いただけます．日本循環器学会禁煙推進委員会の意図と願いをご理解いただき，

是非ご活用いただければ幸いです．

なおご購入のお申し込み・お問い合せは，下記の特約代理店までお願い致します．

〈内容〉

Part. 1：たばこ，やめてね

(小学校 1 ， 2 年生用／ 6 分)

Part. 2：タバコのけむりはあぶないよ!!

(小学校 3 ， 4 年生用／ 10分)

Part. 3：タバコって本当はどんなもの逢

(小学校 5 ， 6 年生用／ 12分)

Part. 4：考えてみよう タバコと健康

(中学生・高校生用 ／ 14分)

Part. 5：タバコか健康か あなたはどちらを選びますか

(一般・大学生用 ／ 17分)

〈価格〉

1,995円
(税込，送料別)

〈購入お申し込み・お問い合せ先〉

(特約代理店)

(株)少年写真新聞社 メディア開発部

TEL : 03-3261-4001

FAX : 03-5276-7785

URL : http://www.schoolpress.co.jp/home.html
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教育研修映像販売のご案内

教育研修委員会

下記の教材 1 タイトルご購入につき，専門医研修単位が 3単位加算されます．本体についている返信はがきに

必要事項をご記入の上，50円切手を貼ってご郵送ください．ただし，単位の付加は，ご購入ご本人のみに限りま

す．単位受付は同じタイトルにつき 1回限りの受付となりますのでご了承ください．

※なお，単位申請ハガキの受付には期限があります．詳細は下記の各 DVD単位申請期間をご確認ください．

ご購入の申し込みは，日循ホームページ(http://www.j-circ.or.jp/)の�刊行物購入のご案内�からオンラインで

お受けしています．もしくはE-mail (meeting@j-circ.or.jp)かファックス(075-213-1675)で，ご希望のタイトル，

VHS か DVD (一部 CD-ROM)か，氏名，会員番号，お届け先住所，電話番号をお書き添えの上，お申込みくだ

さい．

■循環器研修ビジュアルシリーズ(VHS/CD-ROM各巻￥9,975 日循会員価格￥6,300税込)

2004年度製作分(VHS/CD-ROM) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 6 .�循環器 Physical Examination の実際�

監修：吉川 純一 (大阪市立大学循環器病態内科学)

2005年度製作分(VHS/DVD) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 7 .�循環器病の画像診断─心臓 CT，MRI�

監修：栗林 幸夫 (慶應義塾大学放射線診断科)

Vol. 8 .�大動脈・末梢血管疾患の超音波診断�

監修：å 忠和 (鹿児島大学循環器呼吸器代謝内科学)

2006年度製作分(VHS/DVD) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 9 .�メタボリックシンドロームの診断と基準�

監修：島本 和明 (札幌医科大学内科学第二)

Vol.10.�カテーテルアブレーションによる不整脈治療の実際�

監修：相澤 義房 (新潟大学医歯学総合研究科循環器学分野)

2007年度製作分(VHS/DVD) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol.11.�弁膜症の内科治療と手術のタイミング�

監修：吉田 清 (川崎医科大学循環器内科)

Vol.12.�急性冠症候群の治療戦略�

監修：木村 剛 (京都大学循環器内科)

2008年度製作分(DVDのみ) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 1 .�急性心不全の診断と治療戦略(第 2版)�

監修：堀 正二 (大阪府立成人病センター)

Vol.13.�大動脈疾患の診断と治療戦略�

監修：上田 裕一 (名古屋大学心臓外科学)

栗林 幸夫 (慶應義塾大学放射線診断科)

2009年度製作分(DVDのみ) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 4 .�抗不整脈薬の使い方(Ⅱ)(第 2版)�

監修：新 博次 (日本医科大学多摩永山病院)

Vol.15.�糖尿病患者のフットケア�

監修：笹嶋 唯博 (旭川医科大学第一外科)

2010年度製作分(DVDのみ) 単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 2 .�抗不整脈薬の使い方(Ⅰ)(第 2版)�

監修：堀江 稔 (滋賀医科大学呼吸循環器内科)

Vol.14.�心臓リハビリテーションの新たな展開�

監修：後藤 葉一 (国立循環器病研究センター心臓血管内科)
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2011年度製作分(DVDのみ) 単位申請期日：2014年 3 月31日

Vol. 3 .�慢性心不全の病態をふまえた診断・治療(第 2版)�

監修：筒井 裕之 (北海道大学循環病態学)

Vol.16.�冠循環の形態的，機能的評価�

監修：赤阪 隆史 (和歌山県立医科大学循環器内科)

Vol.18.�補助循環・心臓移植の臨床�

監修：許 俊鋭 (東京大学重症心不全治療開発講座)

■循環器教育セッションCD-ROM(各回 3巻セット￥9,450税込)

第33回循環器教育セッション 2005年 3 月19日(土)〜21日(月)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

セッションⅠ 新しい高血圧ガイドライン JSH-Ⅱ

座長：土居 義典 (高知大学料年病科・循環器科)

藤田 敏郎 (東京大学内科学)

セッションⅡ 心臓弁膜症をいかに診断し，いかに治療するか

座長：吉川 純一 (大阪市立大学循環器病態内科学)

川副 浩平 (岩手医科大学附属循環器医療センター)

セッションⅢ 冠動脈疾患の治療の進歩─早期及び遠隔成績から─

座長：遠藤 真弘 (東京女子医科大学心臓血管外科)

木村 剛 (京都大学循環器内科)

第34回循環器教育セッション 2006年 3 月24日(金)〜26日(日)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

セッションⅠ 心不全の治療─薬物療法から非薬物療法まで─

座長：矢野 捷介 (長崎大学循環制御内科学)

高野 照夫 (日本医科大学内科学第一)

セッションⅡ メタボリック・シンドローム─本邦の診断基準─

座長：松澤 佑次 (住友病院)

島本 和明 (札幌医科大学第二内科)

セッションⅢ 不整脈の治療─薬物療法から非薬物療法まで─

座長：笠貫 宏 (東京女子医科大学循環器内科)

児玉 逸雄 (名古屋大学環境医学研究所循環器分野)

第35回循環器教育セッション(DVD) 2007年 3 月15日(木)〜17日(土)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

セッションⅠ 心筋・血管再生医療の展開

座長：小室 一成 (千葉大学循環病態医科学)

室原 豊明 (名古屋大学循環器内科学)

セッションⅡ 各学会ガイドラインの比較：リスク重積患者に対する治療法

座長：藤田 敏郎 (東京大学腎臓内分泌内科)

代田 浩之 (順天堂大学循環器内科)

セッションⅢ ACS のリスク層別化と治療戦略─ PCIとCABGを中心に─

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

座長：幕内 晴朗 (聖マリアンナ医科大学心臓血管外科)

西村 重敬 (埼玉医科大学循環器内科)

第36回循環器教育セッション(DVD) 2008年 3 月28日(金)〜30日(日)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

セッションⅠ 心疾患患者の心臓手術・非心臓手術のリスク評価

座長：吉川 純一 (大阪掖済会病院)

上田 裕一 (名古屋大学心臓外科)

セッションⅡ 日本における心臓突然死

座長：笠貫 宏 (東京女子医科大学循環器内科)

三田村秀雄 (東京都済生会中央病院)
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セッションⅢ 糖尿病と循環器疾患

座長：島本 和明 (札幌医科大学第二内科)

犀川 哲典 (大分大学循環器病態制御講座)

第37回循環器教育セッション(DVD 4巻セット ￥12,600税込) 2009年 3 月20日(金)〜23日(日)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 1 ビデオライブで見るリスクとベネフィットを考えた治療戦略⑴

1 ．�EPS�ビデオライブ

座長：福並 正剛 (大阪府立急性期・総合医療センター心臓血管センター)

松本 万夫 (埼玉医科大学国際医療センター心臓内科)

2 ．�外科	弁形成術
�ビデオライブ

座長：澤 芳樹 (大阪大学外科学講座心臓血管外科)

宮本 裕治 (兵庫医科大学心臓血管外科)

Vol. 2 ビデオライブで見るリスクとベネフィットを考えた治療戦略⑵

1 ．�PCI�ビデオライブ

座長：南都 伸介 (関西労災病院循環器科)

一色 高明 (帝京大学循環器科)

2 ．�EVT�ビデオライブ

座長：南都 伸介 (関西労災病院循環器科)

古森 公浩 (名古屋大学血管外科)

Vol. 3 JSH-2009による高血圧の管理と心血管病

座長：荻原 俊男 (大阪府立急性期・総合医療センター)

島本 和明 (札幌医科大学第二内科)

Vol. 4 循環器疾患の抗凝固・抗血小板療法

座長：一色 高明 (帝京大学循環器科)

是恒 之宏 (国立病院機構大阪医療センター臨床研究部)

第38回循環器教育セッション(DVD 4巻セット ￥12,600税込) 2010年 3 月 5 日(金)〜 7 日(日)

単位申請期日：2012年 5 月31日にて終了．単位付与不可

Vol. 1 ビデオライブで見る最新の心血管疾患カテーテル治療・外科治療⑴

1 ．�不整脈電気生理�ビデオライブ

座長：内藤 滋人 (群馬県立心臓血管センター)

静田 聡 (京都大学循環器内科)

2 ．�外科�ビデオライブ

座長：四津 良平 (慶應義塾大学心臓血管外科)

佐賀 俊彦 (近畿大学心臓血管外科)

Vol. 2 ビデオライブで見る最新の心血管疾患カテーテル治療・外科治療⑵

1 ．�PCI�ビデオライブ

座長：一色 高明 (帝京大学循環器内科)

木村 剛 (京都大学循環器内科)

2 ．�末梢血管インターベンション�ビデオライブ

座長：横井 良明 (岸和田徳洲会病院循環器内科)

木村 剛 (京都大学循環器内科)

Vol. 3 睡眠時無呼吸症候群と循環器疾患

座長：山科 章 (東京医科大学第二内科)

安藤 真一 (福岡県済生会二日市病院循環器内科)

Vol. 4 炎症と循環器疾患

座長：野出 孝一 (佐賀大学循環器・腎臓内科)

竹石 恭知 (福島県立医科大学内科学第一講座)

第39回循環器教育セッション DVD-ROM ￥5,000(税込) 2011年 8 月 3 日(水)〜 4 日(木)

単位申請期日：2014年 3 月31日

第39回より DVD-ROMに仕様変更し， 1枚のディスクにまとめました．DVD-ROMは家庭用DVDレ

コーダーでは再生できませんのでご注意ください．

セッションⅠ ビデオで見る最新の心血管カテーテル治療
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1 ．心房細動に対するカテーテルアブレーション

座長：熊谷浩一郎 (国際医療福祉大学循環器内科)

山根 禎一 (東京慈恵会医科大学循環器内科)

2 ．ASDのカテーテル閉鎖術

座長：中西 敏雄 (東京女子医科大学循環器小児科)

高山 守正 (�原記念病院)

3 ．ここまで来た胸部ステントグラフト内挿術

座長：吉川 公彦 (奈良県立医科大学放射線医学教室)

加藤 雅明 (森之宮病院心臓血管外科)

セッションⅡ 高齢者における循環器疾患の管理と問題点

座長：苅尾 七臣 (自治医科大学循環器内科学部門)

江頭 正人 (東京大学総合研修センター)

大内 尉義 (東京大学加齢医学講座)

セッションⅢ 心臓手術後のリハビリテーション─内科・外科の連携─

座長：野原 隆司 (北野病院心臓センター)

佐賀 俊彦 (近畿大学心臓血管外科)

第40回循環器教育セッション DVD-ROM ￥5,000(税込) 2012年 3 月16日(金)〜18日(日)

単位申請期日：2014年 3 月31日

セッションⅠ

1 ．心房細動のアブレーション：CFAE法

座長：Koonlawee Nademanee (Pacific Rim Electrophysiology Research Institute, LosAngeles, USA)

奥村 謙 (弘前大学循環呼吸腎臓内科学)

2 ．3Dエコーと僧帽弁形成術

座長：尾� 豊 (産業医科大学第二内科)

川副 浩平 (聖路加国際病院心血管センター心臓血管外科)

3 ．大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁植込み術

座長：友池 仁暢 (�原記念病院)

中谷 敏 (大阪大学保健学専攻)

セッションⅡ 重症心不全治療の新しい展開

座長：和泉 徹 (北里大学循環器内科学)

許 俊鋭 (東京大学重症心不全治療開発講座／東京都健康長寿医療センター心臓外科)

セッションⅢ 肺動脈血栓塞栓症の予防・診断・治療

座長：安藤 太三 (藤田保健衛生大学心臓血管外科)

伊藤 正明 (三重大学循環器・腎臓内科学)

※座長所属はセッション開催時のもの．
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和文論文投稿誌�心臓�2013年(第45巻 第 1号〜12号)年間購読申し込みのご案内

2012年 4 月(第44巻 第 4号)より，�心臓�は(公財)日本心臓財団と(一社)日本循環器学会の共同発行となりま

した．

循環器領域の若手研究者を育てる和文投稿を中心に，最新のトピックスや研究会など，充実した内容をお届け

しています．ぜひ年間を通してご購読ください．

�心臓�

発行：公益財団法人日本心臓財団，一般社団法人日本循環器学会

制作：株式会社協和企画 心臓編集室

発売：株式会社西村書店

編集委員会

山口 徹(編集委員長)，代田浩之(副編集委員長)，磯部光章，小野 稔，加藤貴雄，木村一雄，倉林正彦，佐地

勉，竹石恭知，百村伸一，山科 章，四津良平

定価 2,100円(本体2,000円＋税)

年間予約購読料(12冊分) 25,200円(本体24,000円，送料は負担いたします)

申し込み・問い合わせ

株式会社西村書店 担当：岩永

電話：03-3293-9311 FAX：03-3293-9314
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事務局からのお知らせ

学会誌 Circulation Journalの送本について

Circulation Journal は，希望者のみへの送本を実施しております．送本ご不要のお手続きは，以下にて受付け

ています．

�Fax: 075-213-1675

�E-mail: soumu@j-circ.or.jp

�日本循環器学会 HP(会員事務手続)

茜対象はCJ 英文誌のみで，会告，ガイドライン誌，循環器専門医誌は，今まで通り全員に送本されます．

茜CJ 送本不要を申し出られた方のみ，送本を停止します．

茜CJ 送本不要でも，年会費に変更はありません．

※なお，CJ では，全掲載論文を Online Journal(J-STAGE)にて無料公開しております．

http://www.j-circ.or.jp/journal/online%20Journal.htm

以上

英文誌 Circulation Journalの送本は，不要です．

氏 名：

会員番号：

(封筒の宛名ラベル右下に記載の 6桁の数字)

年 月 日

(注) 氏名・会員番号は必ずご記入下さい．
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〈住所／勤務先変更の届出について〉
毎月の�CJ�や各地方会の開催案内，プログラムの送本等正確にお手許にお届けできるよう，適時，

住所／勤務先変更のお届けをお願いしております．

ホームページ(http://www.j-circ.or.jp/)より，会員限定ページにて変更登録をお願い致します．また

は，当会告末尾の�登録事項変更届�をご利用ください．

なお，学会活動や医療情報などに関する重要なお知らせをEメールで発信する機会が増えております

ので，可能な限りEメールアドレスをお届け下さいますようお願い致します．

〈会員限定 HPへのアクセス等について〉
�UMIN(大学病院医療情報ネットワーク)の IDを利用しての会員のみのアクセス制限をしております．

�新規ご入会の先生につきましては，当学会にて UMINIDの取得申請を代行しております．ご入会手

続き後に UMINIDが取得次第，順次 IDと仮パスワードを郵送致します．

�UMINメールアドレスにつきましては，各先生方の ID@umin.ac.jpにてご利用いただけます．電子

メールソフトの設定の詳細は UMINホームページ(http://www.umin.ac.jp/)をご確認ください．

● 学会に関する問い合わせは下記事務局までご連絡下さい．
(一社)日本循環器学会

○京都事務局(代表・学術集会・専門医・編集・国際交流・BLS / ACLS・禁煙等)

〒604-8172 京都府京都市中京区烏丸通姉小路下る場之町599 CUBE OIKE 8F

TEL：075-257-5830 / FAX：075-213-1675

○東京事務所(総務・経理・情報広報)

〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-1-1 帝国ホテルタワー18F

TEL：03-5501-0861 / FAX：03-5501-9855

各事務担当のメールアドレスのご案内

代 表 admin@j-circ.or.jp

総務(登録事項変更・退会等) soumu@j-circ.or.jp

経理(各請求書・年会費等) keiri@j-circ.or.jp

学術集会・ガイドライン関連 meeting@j-circ.or.jp

専 門 医 senmoni@j-circ.or.jp

編集(Circulation Journal関連) cj@j-circ.or.jp

情報広報(購読・HP・入会・地方会) webmaster@j-circ.or.jp

BLS / ACLS事業関連 itc@j-circ.or.jp

禁 煙 nonsmoking@j-circ.or.jp

国際交流 international@j-circ.or.jp

国内交流 kokunai@j-circ.or.jp

ホームページ URL http://www.j-circ.or.jp/
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